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 For everyone’s Smile 

☆令和 5 年度にむけて☆ 

 山形県公立学校における働き方改革プラン第Ⅰ期評価アンケートに計 3,991 人から回答い

ただきました。御協力ありがとうございました。現在、アンケートに寄せられた声を反映しな

がら、第Ⅰ期プランを評価中です。  

 さて、アンケートの回答の中に、「勤務時間内に児童生徒の活動が終わらないことが課題」

という声が多く寄せられました。以下は、文部科学省が作成した「改訂版  全国の学校におけ

る働き方改革事例集（令和 4 年 2 月）」から抜粋したものです。  

 

 

働き方改革 通信 

複数月平均 80 時

間を超える教職員 

0 人を目指して 

 管理職の皆様におかれましては、下校時刻等見直しを検討される際の参考にしていただく

とともに、新たな取組み等を保護者・地域の皆様へご紹介する際は、働き方改革の目的につ

いても周知くださいますようお願いいたします。  



   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆臨時教員等登録希望者・ペーパーティーチャー説明会  開催☆ 

令和 5 年 2 月 4 日に、県庁講堂において「ペーパーティーチャー説明会」を開

催しました。来年度から新たに臨時教員として働きたいと考えている方や、教員免

許状は持っているけれども学校で働いたことがない方、教職を離れてから期間が経

過している方などに、「学校の今の様子（今の教育や働き方改革等）」について説明

し、学校の役に立ちたいと考えている方の不安について、個別に相談する時間を持

ちました。当日は会場に 50 名近くおいでいただいたほか、オンラインでも参加い

ただき、計 74 名になりました。詳細についてお知りになりたい方は、以下 QR コ

ードからご覧ください。         

 

 

 

 

 

 

 

▼説明会動画（YouTube） 

https://www.youtube.com/watch?v=15BFBCQeAPI 

以下（左）は、文部科学省「改訂版  全国の学校における働き方改革事例集  Part2」か

ら抜粋した大阪府枚方市の取組み、（右）は本県南陽市立荻小学校の取組みです。「自主的

に取り組むことを重視」している枚方市は「アイディア出しワークショップ」を実施。日

常的業務から改革し、日常的に意識することを重視している荻小学校は「方策の明確化」

を紹介しています。（詳細は別添資料を参照ください。）  

 

 

また、令和 5 年度新規採用教員予定者のうち、

希望する方（山形大学・東北文教大学出身）が

講師登録を行い、非常勤講師として 1 月から学

校で授業等を行っています。2 月 1日現在約 17

名の登録があり、活躍いただいています。 

 

さらに、「未来を担う子どもたちに夢と希望

を！」と題し、先輩方からのメッセージを山形県

教員採用 Twitter、ホームページにて紹介中です。

こちらも併せてご覧ください。  

 

https://www.youtube.com/watch?v=15BFBCQeAPI

